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令和３年度「学校・家庭・地域連携サポート事業」地域学校協働研修会

国見町地域学校協働本部の
取り組みについて

国見町教育委員会学校教育課
国見町地域学校協働本部
統括地域学校協働活動推進員 菅野 敏彦



福島県国見町について
国見町は福島県の最北端で宮
城県と接する町

福島市まで１６Ｋｍ

高速ＩＣ・ＪＲ東北本線、国
道４号線と交通に恵まれた町

米や果樹など農業の盛んな町

人口 約８，６００人

面積 ３７．９５ｋ㎡

地域から子ども達へ～思いやり・知識・技を！～ 子ども達から地域へ～溢れる元気を！～

命を大切に 誰もが幸せに暮らすまち くにみ
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１．国見町の概要



国見町は福島県の最北端で宮城県と接する町

人口 約９，５００人 面積 ３７．９５ｋ㎡

福島市まで１６Ｋｍ

高速ＩＣ・ＪＲ東北本線、国道４号線と交通に恵まれた町

町内５地区

大木戸地区

小坂地区

藤田地区

大枝地区

森江野地区
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１町１校の教育施設⇒「国見学園」と呼称
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国見小学校 県北中学校

くにみ幼稚園 藤田保育所
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２．国見町の教育
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国見学園コミュニティ・スクール

保幼小中一貫教育
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３．地域学校協働本部事業について

ＣＳと地域学校協働本部活動の一体的推進
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●地域学校活動事業

地域住民、保護者、児童生徒が共に活動する場を設けることで互いの現

況を把握し、支え合う関係性を育む。また、参加者が活動を通じて、充実
感、満足感を持ち、イキイキと活動することで、魅力ある町、人づくりを
めざす。（地区防災訓練、義経まつり、ボランティア活動など）

●放課後等学習支援活動事業
児童、生徒が学べる場を提供し、自主的な学習や体験への取り組みを重ん
じながら、学習をサポートし学習意欲や自己肯定感の向上を図る。
○国見未来塾（放課後等学習支援）
・公営塾（放課後塾ハル）・学び舎（放課後学び舎、長期休業学習室）
・フリー学習室（フリー学習室、質問のできる教室）・特別企画講座
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•推進委員会

地域学校協働本部事
業運営について協議
する。

※ＣＳ委員会委員が
兼務する

●学校支援活動事業
学校の要望に応じた学習支援、登下校の見守り、部活動支援、環境整備
などを地域住民が実施することにより児童生徒の活動の充実、コミュニケ
ーション力の向上を図る。また地域コミュニティの活性化と地域教育力の
強化につなげる

学

校

地
域
学
校
協
働
本
部

●放課後子ども教室事業
放課後の小学生が安全で安心して活動できる居場所づくりと学びの場、
体験や交流の場づくりをすすめ、子どもの健全育成と安心して子育てがで
きる社会の実現を図る。
○国見っ子わんぱく広場、少年仲間づくり教室

•評価・検証
委員会

地域学校協働本部
事業に関する

目標設定や事業評
価・検証を実施する
。

令 和 ３ 年 度
国 見 町 教 育 委 員 会

連

絡

調

整

連
携
・
協
働

●家庭教育支援活動
家庭教育に関する情報の提供等の支援活動を行う。
○子育て学習講座、親子で選書会、家庭教育講演会等

●教職員働き方改革
地域と学校の連携のもと学校における働き方改革に取り組む。

○子ども移動図書館

国見町地域学校協働本部事業 事業構成図
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令和３年度 地域学校協働活動事業一覧

名 地 域 学 校 協 評 価 ・ 検 証 地 域 学 校 学 校 支 援 国 見 未 来 塾 （ 放 課 後 等 学 習 支 援 ） 放 課 後 子 ど も 教 室 家 庭 教 育 支 援 活 動教 職 員 の 働 き 方 改 革

称 働 本 部 推 進 委 員 会 活 動 活 動

委 員 会 公 営 塾 学 び 舎 く に み っ こ わ 少 年 仲 間 づ 子 ど も 移 動 図フ リ ー 学 習 室

ん ぱ く 広 場 く り 教 室 書 館特 別 企 画 講 座

フ リ ー 学 習 室 ① ②放 課 後 塾 ハ ル 放 課 後 学 び 舎 長 期 休 業 学 習 室

協 議 組 織 評 価 組 織 学 校 や 子 ど ボ ラ ン テ ィ 学 習 サ ポ ー ト 学 習 サ ポ ー ト 課 題 サ ポ ー ト 自 主 学 習 体 験 ・ 交 流 の 体 験 ・ 交 流 小 学 校 へ の 出 ・ 就 学 時 検 診 講 話① 宍 戸 仙 助 先 生 の 国 際

内 ※ Ｃ Ｓ 委 員 も と 地 域 参 ア に よ る 学 ・ 進 路 相 談 等 キ ャ リ ア 教 育 場 の 場 前 図 書 館 ・ 親 子 工 作 教 室理 解 講 座

加 連 携 活 動 校 支 援 ・ 親 子 ク ッ キ ン グ② 中 ： プ ロ ジ ェ ク ト 学

教 室習 ③ Ｉ Ｃ Ｔ 特 別 学 習

容 ・ 親 子 で 選 書 会（ 小 学 校 ）

義 経 祭 り ・ 家 庭 教 育 支 援 講安 全 確 保 学 習 支 援 ③ マ イ 絵 本 作 り

座地 区 防 災 訓 練 体 験 活 動 環 境 整 備

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動

対 幼 小 中 保 幼 小 中 中 学 生 小 学 小 学 ① 制 限 な し ① 小 ５ ６ 年 小 学 １ ～ ３ 年 小 学 ４ ～ ６ 小 学 １ ～ ３ 年 保 護 者

１ ～ ３ 年 生 ５ ， ６ 年 生 ５ ， ６ 年 生 ② 中 学 生 ② 中 学 生 申 込 登 録 制 年 申 込 登 録 児 童 児 童 、 生 徒

象 制 教 員③ 幼 少 中 高 希 望 者 等

国 見 小 学 校 体 育 館 ミ ー テ イ ① 観 月 台 ラ ウ ン ジ ① 小 学 校 ② 中 学 校 ・ 工 作 、 ク ッ キ ン グ ： 年 ３ 回会 幼 小 中 幼 小 中 保 幼 小 中 ア カ リ ２ 階 観 月 台 観 月 台 国 見 小 図 工 室

ン グ ル ー ム ② 柏 葉 体 育 館 ③ 未 定 ・ 選 書 会 ： 年 １ 回場 観 月 台 観 月 台 塾 専 用 室 国 見 小

実 ６ 回 ５ 回 各 学 校 の 計 月 ～ 金 ６ ０ 回 夏 休 み ： ４ 回 ① 開 館 日 ５ 月 ５ 月 ～ 月 ３ 回 平 日 の① １ 回

施 画 に よ る 土 冬 休 み ： ３ 回 ② １ ０ 月 ～ 年 １ １ 回 １ ０ 回 昼 休 み に 開 催② １ 回

③回 塾 イ ベ ン ト ※ 計 ７ 回 に 調 火 ～ 金

数 整 す る ２ 時 間

担 学 校 教 育 課 学 校 教 育 課 学 校 教 育 課 生 涯 学 習 課 生 涯 学 習 課 生 涯 学 習 課 生 涯 学 習 課統 括 地 域 学 校 協 働 推 進 員 統 括 地 域 学 校 協 働 推 進 統 括 地 域 学 校 協 働 推 進 学 校 支 援 コ ー デ ィ ネ ー ① 生 涯 学 習 課 、 学 校 教

当 学 校 教 育 課： 菅 野 員 ： 菅 野 員 ： 菅 野 学 校 支 援 コ タ ー ： 中 野 統 括 地 域 学 校 協 働 推 進 員 ： 統 括 地 域 学 校 協 働 推 進 員 ： 統 括 地 域 学 校 協 働 推 進 員 ： 育 課 コ ー デ ィ ネ ー タ ー ： 鈴 木

ー デ ィ ネ ー タ ー ： 中 野 菅 野 菅 野 菅 野 ② 学 校 教 育 課
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４．各事業の概要

⑴ 学校支援活動

■学校が担う教育領域が拡大、教職員の業務の増大

■保護者から個別対応の要望が増加。

■様々な学習形態や指導法の工夫の必要

□学校における多様な学びや体験活動の実施を支援

●学校支援活動
安全確保 学習支援 体験活動 環境整備
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●安全確保

□新１年生へ下校の安全指導 □水泳指導における安全確保

例年ならすぐ集まる地域のボランティアの方々が、コロナ
への不安（自分が子どもに感染させたら申し訳ない）を理
由に辞退される方が多かった。コーディネーターが、ボラ
ンティア未経験の保護者にも連絡を繰り返し確保に努めた。
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●学習支援

複数の学年の児童で構成される特別支援学級
⇒教職を退職された地域の方が支援に参加し、特別な
支援を要する児童の学習効果を保証。

特別支援学級の児童への学習をサポート
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●体験活動 桃の実選り体験、桃の収穫取材支援

桃の実選り体験は６月に実施できたが、９月初めに予定し
ていた桃の収穫体験は、コロナ対応のため中止となった。
しかし、その代替えとして、コーディネーターは生産者と
教師と連絡を取り合い、教師が収穫の様子を取材する支援
をした。

実選び体験（６月） 収穫を取材（９月）



13

⑵ 国見未来塾

■地域や家庭の教育力が低下の傾向にある。

■家庭の経済状況や保護者の意識が子ども達の生活力、
学習力に与える影響は大きく格差が生じつつある。

□学力を身につけるため、多様な機会や場で主体的
に学べるようにする。

●国見未来塾
・公営塾（放課後塾ハル中学部）
・学び舎（放課後塾ハル小学部、長期休業学習室）
・フリー学習室（質問のできる学習室）
・特別企画講座（国際理解教室など）
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□中学部は、英語・数学を指導。中３は受験対策。テーマ学習

＜放課後塾ハル（中学部、小学部）＞

□小学部：宿題支援、算数を中心とした教科指導、テーマ学習

中学部の学習の様子 小学部の学習の様子
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＜小学部＞

時刻 月 火 水 木 金

14:00

15:00

５・６年 ５・６年
16:00

15:10~18:00 15:10~18:00
５・６年

17:00
16:00~18:00

18:00

＜中学部＞

時刻 月 火 水 木 金

17:00

ハル ハル ハル
道場 道場 道場18:00 中３ 中３
３年 ３年 ３年通常授業 通常授業

17:00 17:00 17:0019:00 17:30 17:30
～ ～ ～～ ～
21:00 21:00 21:0021:15 21:15中１・２ 中１・２ 中１・２

通常授業 通常授業 通常授業20:00
19:30~21:1 19:30~21:1 19:30~21:15

☆ 月より冬時間5 5 11
21:00 11 11 18:45~20:30☆ 月より冬時間 ☆ 月より冬時間

18:45~20:3 18:45~20:3
0 0

＜放課後塾ハルの週スケジュール＞
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＜ハル道場＞

対象は中学３年、週3回開講。自学自習の場。スタッフが1名。
自分のわからない問題をスタッフに質問し、解決しながら自学を
進める教室。



＜テーマ学習＞
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□放課後塾ハルでは、教科学習の指導の他に、「テーマ学習」も実施し
ている。

「テーマ学習」は、児童生徒は自分の興味関心のジャンルを広げた
り、将来への夢を膨らませたりすることをねらって実施している。

☆「テーマ学習」 アート編、宇宙編、地球編、戦国時代編など

小学部の「テーマ学習：宇宙・ロケット編」
宇宙とロケットの学習をしたあとペットボトルロケットを製作し、屋
外で飛ばした。
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＜保護者との連携を重視した放課後塾ハルの運営＞

保護者説明会（小・中学部） 面談（三者面談、保護者面談）

□ハルスタッフが、保護者説明会を開き、保護者は内容を理解したう
えで入塾を判断してもらうようにした。

□ハルスタッフは、中学部、小学部とも保護者との面談を適時実施し、
子どもの学習状況や進路について情報を共有しあっている。
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＜放課後塾ハルの運営を支える
地域学校協働本部の取り組み＞

地域学校協働本部の打合せ会（毎月１回） 教員経験者からの助言（１～２週に１回）

□ハルスタッフと協働本部の元教員の間で、定期的に（１～２
週に１回）相談の場を設け、授業の進め方や指導内容等におけ
る問題や悩みを出してもらい助言を与えている。

□月１回定例の地域学校協働本部の定期打合せ会にハルスタッフ
が参加し、運営の状況を報告してもらい、必要に応じて指導助言
を与えている。
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⑶ 放課後子ども教室

●国見っ子わんぱく広場 ●少年仲間づくり教室

・国見小１～３年生

・月１回、土曜開催

・国見小４～６年生

・月１回、土曜開催

〇週末等における地域の子どもたちの様々な体験・
異学年や地域の大人との交流活動

〇地域の子どもたちと大人の積極的な参画・交流に
より、規範意識やコミュニケーション能力の向上
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●国見っ子わんぱく広場

令和３年度国見っ子わんぱく広場活動計画

活動日 活動時間 活動計画 活動場所

５月２９日（土） ９：３０～１１：３０ 開所式・名札作りほか 国見小学校体育館

６月１９日（土） ９：３０～１１：３０ 体を使ったゲーム 国見小学校体育館

７月２７日（火） ８：００～１７：００

【夏休み特別活動】
○野外体験活動

⇒台風の接近により中止
・アクアマリンふくしま

８月１０日（火）

８月１１日（水）
９：００～１２：００

【夏休み特別活動】

○夏祭り
国見小学校体育館

９月１１日（土） ９：３０～１１：３０ ニュースポーツ体験 国見小学校体育館

１０月９日（土） ９：３０～１１：３０ 創作活動
国見小学校体育館

図工室

１１月１３日（土） ９：３０～１１：３０ おやつ作り
国見小学校体育館

家庭科室ほか

１２月１８日（土） ９：３０～１１：３０
【冬休み特別活動】（世代間交流）

○お正月遊び
国見小学校体育館

１月１５日（土） ９：３０～１１：３０ マジック教室 国見小学校体育館

２月１９日（土） ９：３０～１１：３０
閉所式・思い出すごろく

（保護者参観・交流）
国見小学校体育館



＜国見っ子わんぱく広場＞
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令和３年度少年仲間づくり教室活動計画

活動日 活動時間 活動計画 （指導者等） 活動場所

５月２９日（土） １３：３０～１５：３０ 開所式・ニュースポーツ 観月台文化セ、体育館

６月１９日（土） ９：３０～１１：３０
絵手紙教室

（あすなろ絵手紙会）
観月台文化セ、大研修室

●７月１０日（土） ９：００～１１：３０
タグラグビー教室
（聖光学院ラグビー部）

観月台文化セ、体育館

●７月２９日（木） ８：１５～１７：１５
自然体験ハイキング
（公民館職員 引率）

安達太良山

９月１１日（土） １３：３０～１５：３０
レクリエーション

（国見レクリエーション協会）

観月台文化セ、大研修室

●１０月９日（土） ９：３０～１１：３０
なわとび教室

（公民館職員）

観月台文化セ、体育館

●１１月１３日（土） ８：４０～１２：３０

自然に親しもう
森林学習・木工クラフト

（公民館職員引率）
福島市小鳥の森

１２月５日（日） １２：３０～１７：００

移動教室
こころふれあい音楽鑑賞

（公民館職員 引率）

福島市ふくしん夢の音楽堂

●１月２９日（土） ９：３０～１２：００
国際理解 地球体験キャラバン
（ふくしま青年海外協力隊ＯＢ，ＯＧ）

観月台文化セ、大研修室

●２月１９日（土） ９：３０～１１：３０
閉所式・クッキング体験

（公民館職員）

観月台文化セ、大研修室

●少年仲間づくり教室 ●はコロナにより当初の計画を変更した活動
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＜少年仲間づくり教室＞
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⑷ 家庭教育支援活動

■子育てに悩みや不安を抱えた保護者の増加
（核家族化、ひとり親の増加、地域のつながりの希薄化）

■ネット環境の普及により家庭で発生している諸問題
（情報モラル、学力への影響）

□家庭や地域と学校の連携を図りながら、子育て支援講座、
家庭教育講演会等を実施する。

□地域における親子での学習機会の提供や親子参加型の
行事を実施する。

●家庭教育支援活動
・就学時検診講話
・家庭教育講演会２０２１
・親子工作教室、親子でマネー教室、親子クッキング



26

●「家庭教育講演会２０２１」 コロナ禍への対応

・テーマ：スマートフォンの使用が学力に及ぼす影響

・講 師：東北大学加齢医学研究所助教 榊 浩平 先生

・期日：９月３日（金）※国見小授業参観日

・場所：国見小学校 体育館

・参加対象者：６年児童全員
保護者（保、幼、小、中）
教職員（保、幼、小、中）
コミュニティ・スクール委員会委員

◇当初の計画

⇒ 期日を国見小学校の授業参観日に設定。授業参観後ＰＴＡ教育講
演会が予定されていたので、その代替えとして実施することも学校と
ＰＴＡとの話し合いで了承されていた。⇒“親子で講演会”の実現へ
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◇実施までの経過

●８月２５日 菅首相、緊急事態宣言の対象に、北海道、宮
城、岐阜、愛知、三重、滋賀、岡山、広島の８道県を追加す
ることを決定した。

●８月２３日 コロナ感染拡大の状況から、国見小学校は
９月３日の授業参観を中止することを決めた。

・講師の榊先生が体育館で保護者や教職員たちを前
に講演する。保護者には参加の呼びかけをする。
・６年児童は各教室でリモートで講演を視聴する。

・講師の榊先生が国見に来れないことになった。

（東北大学の規定で、緊急事態宣言下では他県に出張
に行けない）
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８月２６日 東北大学と国見の４会場をリモートでつない
で講演会を実施することを講師の榊先生に提案し了承し
ていただく。

観月台文化セ
・保護者
・ＣＳ委員

国見小学校
・６年児童
・教職員

県北中学校
・教職員

くにみ幼稚園
・教職員

東北大学：講師 榊浩平 先生

＜リモート講演会の実施＞

観月台文化センター 国見小学校 くにみ幼稚園



５．ＣＳと地域学校協働活動の一体的推進

家
庭
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け

「スマホを使いすぎ
ると、勉強しても成
果が上がらない」

今後、学校、ＰＴＡ、
地域の協力を得ながら
取り組む

例）スマホ使用の家
庭ルールを決めるよ
う呼びかけよう

⑴「家庭教育講演会」の学びを
ＣＳ委員会の具体的な取り組みへ
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⑵ 国見学園ＣＳの目標に関連させた
長期休業学習室の工夫

◇夏休み学習室は自学学習を基本とするが、国見学園ＣＳ
の４柱の１つ「郷土愛をはぐくむ」をねらいとした１コマを実施。

５年：国見町のお気に入りのスポット（風景編）
６年：国見町の歴史スポット（歴史編）

国見の美しい風景や史跡の写真を子どもと対話しながら紹
介し、国見のよさを理解させ、国見への愛着を深めさせる。

風景編で紹介した１枚風景編の学習の様子
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６．最後に

＜成果＞

◎ 子どもが地域の大人と交流する機会と場を確保し、子ども
の心豊かな成長につなげている。

◎ 地域や家庭の教育力の低下のなか、それを補う役目を担う
ことができている。

◎ 新型コロナ感染症の影響は大きいが、対策を工夫しできる
限り実施するようにし、子どもに有益な成長につながる様々な
体験の場を提供し続けた。

＜課題＞

■ 地域全体で子どもたちの育成を支える風土や環境づくりは、
今後も継続した取り組みが必要である。

■ 地域学校協働本部の活動に協力してくれる地域の人材の
確保が一層必要になってきている。

■ 新型コロナ感染症対策は、今後も油断することなく取り組ま
なければならない。

■ 人口減少が進む中、大人も子どもも町づくりの課題を解決し
ようとする取り組みを工夫していく必要がある。


